
2025.02（169号）　まちむら 22

■
活
動
の
概
要

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
あ
る「
七
山
地

区
」に
て
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
手
農
家
を
中
心

と
し
た
住
民
と
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
者
と
が
タ
ッ

グ
を
組
ん
だ
。
景
観
整
備
や
耕
作
放
棄
地
の
活
用
な

ど
を
含
め
た
地
域
の
絆
を
復
活
さ
せ
る
べ
く
活
動
を

続
け
る
中
で
、
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
手
間
替

え
で
の
復
旧
作
業
と
情
報
発
信
に
よ
り
、「
ふ
る
さ
と

七
山
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
自
発
の
地
域
づ
く

り
を
体
現
。
令
和
６
年
か
ら
は
次
の
災
害
に
備
え
た

重
機
の
購
入
や
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

■
活
動
内
容

　

草
は
無
造
作
に
生
い
茂
り
、
ゴ
ミ
が
増
え
、
昔
な

が
ら
の
里
山
の
風
景
が
少
し
ず
つ
壊
れ
て
き
て
い
た

佐
賀
県
唐
津
市
の
中
山
間
地
域「
七
山
地
区
」。
少

子
高
齢
化
で
人
手
が
減
り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り

も
薄
れ
る
中
で
、
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
30
代
の
農

家
た
ち
数
人
が「
こ
ん
ま
ま
じ
ゃ
い
か
ん
」と
立
ち
上

が
っ
た
。
平
成
28
年
の
春
に
、
ま
ず
は
国
道
の
草
刈

り
と
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
始
め
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
七
山
は
自
分
た
ち
が
守

る
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

・
地
域
住
民
が
主
体
で「
住
み
た
い
地
域
」を
作
り
た
い

・
地
域
の
産
業
を
守
り
た
い

・
七
山
ら
し
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い

の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た「
自
発
の
地
域
づ
く
り
」

を
地
道
に
継
続
す
る
過
程
で
、
徐
々
に
活
動
メ
ン
バ
ー

を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　

令
和
３
年
に
は
、
唐
津
市
七
山
地
区
の
任
意
団
体

７
団
体
と
第
３
セ
ク
タ
ー
企
業
２
社
を
含
ん
だ
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
七
山
む
ら
づ
く
り
協
議
会
を
結
成
。

現
在
は
、
年
間
約
６
０
０
名
の
活
動
総
勢
で
、
自
然
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荒
廃
防
止
の
た
め
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
と
し

て
、

●
河
川（
２・５
ｋｍ
）と
国
県
道（
７
ｋｍ
）

 

（
年
間
５
回
：
総
勢
２
５
０
名
）

●
植
樹
な
ど
の
景
観
整
備

 

（
植
樹
総
本
数
：
約
１
５
０
０
本
）

●
耕
作
放
棄
地
の
活
用

 

（
畑
：
約
０・５
ｈ
ａ
、
山
林
：
２
ｈ
ａ
）

●
地
域
内
の
繋
が
り
づ
く
り

 

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点「
な
な
や
ま
ん
ち
」）

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
令
和
２
年
か
ら
、
七
山
地
区
で
初
の
試
み
と

し
て「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
迎
え
入
れ
る
準
備
を

始
め
、
令
和
３
年
に
２
人
の
協
力
隊
が
着
任
し
た
。

協
議
会
と
し
て
協
力
隊
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

令
和
５
年
度
の
任
期
終
了
後
も
両
名
と
も
定
住
し
て

い
る
。
ま
た
、
少
し
ず
つ
移
住
者
も
増
え
て
き
た
。

地
域
住
民
と
移
住
者
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
植
樹
イ

ベ
ン
ト
や
地
域
情
報
の
発
信
、
地
域
内
で
の
絆
の
復

活
を
目
指
し
た
様
々
な
活
動
を
行
い
、
七
山
が
少
し

ず
つ
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
最
中
、
令
和
５
年
７
月
に
豪
雨
災
害
が
七

山
地
域
を
襲
っ
た
。
農
業
が
主
な
産
業
で
あ
る
七
山

で
、
多
く
の
家
屋
や
農
地
が
被
災
し
た
。
唐
津
市
社

会
福
祉
協
議
会
や
一
般
社
団
法
人
佐
賀
災
害
支
援
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
始
め
と
す
る
外
部
団
体
と
協
働

し
、
住
宅
宅
地
の
復
旧
作
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

昔
な
が
ら
の
手
間
替
え（
機
械
が
な
か
っ
た
頃
は
、

農
家
同
士
で
助
け
合
っ
て
農
作
業
や
家
づ
く
り
を

行
っ
て
い
た
）の
要
領
で
、
力
強
く
復
興
活
動
を
す
る

地
元
住
民
の
姿
を
見
て
、
移
住
者
た
ち
も「
自
分
た
ち

に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」と
、
情
報
発
信
な
ど
で
活

動
に
加
わ
っ
た
。

　

移
住
者
が
行
っ
た「
大
雨
で
被
災
し
た
農
家
さ
ん

た
ち
を
助
け
た
い
！
」ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

は
、
全
国
各
地
か
ら
農
家
さ
ん
を
応
援
す
る
４
０
０

通
以
上
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、
４
３
０
万
円
を
超

え
る
支
援
金
が
集
ま
り
、
特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た

農
家
43
名
に
約
11
万
円
の
支
援
金
が
渡
さ
れ
た
。

　

復
興
の
様
子
を
写
真
や
動
画
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
発
信
し

続
け
て
い
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
多
く
の
人
の
目
に

止
ま
り
、
唐
津
市
内
の
高
校
生
た
ち
が
、
自
ら「
自
分
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た
ち
で
も
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
や
ら
せ
て
欲
し
い
」

と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
農
家
の
手
伝
い
や
、
河
川

清
掃
な
ど
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た（
総
勢
約
40
名
）。

　

住
宅
宅
地
の
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
農

地
復
旧
に
課
題
を
感
じ
た（
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た

が
、
復
旧
完
了
に
は
２
～
３
年
か
か
る
こ
と
、
申
請

を
上
げ
て
も
被
害
金
額
に
よ
っ
て
通
ら
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
こ
と
）。
農
地
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
離

農
を
考
え
る
農
家
が
出
て
き
た
。
農
業
を
続
け
た
く

て
も
続
け
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。
協
議
会
が
外
部

団
体
と
協
働
す
る
中
で
、
他
の
農
地
復
旧
事
例
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
協
議
会

で
重
機
や
ダ
ン
プ
を
リ
ー
ス
し
、
外
部
団
体
と
連
携

し
て
農
地
復
旧
を
令
和
５
年

11
月
に
開
始
し
た
。
地
域
内

外
問
わ
ず
多
く
の
方
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
く
だ

さ
り
、
令
和
６
年
３
月
ま
で

に
復
旧
箇
所
24
か
所
、
総
動

員
数
１
６
５
名
を
数
え
た
。

　
「
地
域
住
民
と
移
住
者
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
自
発
の

地
域
復
興
」と
し
て
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
令
和
５
年
度
の「
佐
賀

さ
い
こ
う
賞
・
自
発
の
地
域

づ
く
り
、
協
働
部
門
」に
も

受
賞
団
体
と
し
て
七
山
む
ら

づ
く
り
協
議
会
が
選
ば
れ
た
。

　
協
議
会
理
事
長
の
岡
本
は
言
う
。

　
「
豪
雨
災
害
を
経
験
し
、
住
民
が
自
ら
復
旧
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
感
じ
た
。
農
繁
期
に
被
災
し
た
こ
と

で
、
自
分
も
含
め
て
七
山
の
農
家
は
、
農
作
業
や
出

荷
を
し
な
が
ら
、
近
隣
の
被
災
農
家
へ
助
っ
人
に
行

く
日
々
が
数
ヶ
月
も
続
い
た
。
そ
ん
な
時
、
移
住
者

の
１
人
が
災
害
支
援
団
体
や
重
機
リ
ー
ス
の
た
め
の

資
金
を
調
達
す
る
な
ど
、
自
分
た
ち
で
は
考
え
つ
か

な
い
方
法
で
、
一
緒
に
復
旧
活
動
を
行
っ
て
く
れ
た
。

元
銀
行
員
の
彼
は
、
今
で
は
重
機
の
免
許
を
取
っ
て
、

一
緒
に
協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
て

い
る
。
今
後
は
七
山
で
の
有
事
だ
け
で
な
く
、
地
域

外
で
困
っ
て
い
る
方
に
も
、
恩
送
り
の
支
援
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
、
と
防
災
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

以
前
か
ら「
自
発
の
地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
て
活
動

し
て
き
た
が
、
今
回
の
経
験
を
活
か
し
て
、
同
じ
よ

う
な
課
題
を
抱
え
る
日
本
の
中
山
間
地
域
の
手
本
と

さ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」

  

令
和
６
年
度
に
は
、
休
眠
預
金
活
用
事
業
か
ら
支
援

を
受
け
て
重
機
と
ダ
ン
プ
を
購
入
。
災
害
自
己
復
旧

の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
に
備
え
た「
災
害
に
強
い
地

域
づ
く
り
」を
目
指
し
た
シ
ス
テ
ム
構
築
や
人
員
育
成

を
開
始
し
た
。

■「
自
発
の
七
山
」防
災
事
業

⑴
簡
単
な
土
砂
撤
去
等
の
重
機
作
業
が
で
き
る
人
材

育
成（
実
践
指
導
、
講
習
会
、
免
許
取
得
推
進
）

⑵
災
害
復
旧
の
際
に
重
機
・
ダ
ン
プ
を
貸
し
出
し
、

自
己
復
旧
を
サ
ポ
ー
ト

⑶
有
事
の
際
、
重
機
と
ダ
ン
プ
を
セ
ッ
ト
で
派
遣
し
、

復
旧
支
援
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

⑷
平
時
か
ら
の
災
害
対
策
作
業
に
活
用
し
、
災
害
防

止
に
取
り
組
む

⑸
普
段
は
通
常
の
レ
ン
タ
ル
を
行
い
、
維
持
費
を
確

保
し
、
車
両
等
の
管
理
を
行
う

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
七
山
む
ら
づ
く
り
協
議
会　

 

事
務
局
長　
野
田
宗
作
）
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